












悠然と流れる多擎川が来 M 筘に注いでいることはわかる。では何袼から 
;:4れて米るのだろうか.， そんな U 問から 多摩川を浦って みた B 

山切垠.笠取山が水源地だった山の揿からしは9だした.たった一湳 
が多嗲川の源だった u この一 滴が柬京湾に 冰 ざ込む 138Km のあいだに•川 
は名を女え時には&(二時には册しく流れ，その旅程は变化に笛んでいる c 
ここに多 1 |HU を爱するすべての 立 川人 へさ さやかな"'进歌’を W ろう0 


大きくゅっくリ流れる多摩川の氳鱟 
は心な二•まゼるものが A る， 

我々め旅はここから始まる. 




衆京の軟料木を貯える小用内ダム.利根川の水が 
少なにニニの水を東京鄺内の畝料水にまわす， 
休日には*いの場とし- 


▲金り G から約I時阐 ▲水;*林 < この木々に 

本谷と*沢の會: RiSU より鍮®木を防ぐ* 
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なんとかその美しさを S 分の T - で 
表現したいと想い佐«せつ先生{佐 
難せつ和紙ちぎリ絵主宰)のもと 
で姶めた。学校で特に絵を勉強し 
たわけで U なく、自ら称すように 
rf なし」で始めたが花に対す 
る愛 m から自然と*明らしい作 S 
の数々が生れている。 

特に野苹が好きだと. a う。人知 
れずに咲く可憐な花々をモチ—フ 
にすることが多い。表紙の作品は 
そんな£味では少し興*かもしれ 
ないが荚はこの- I たちあおい」は 
高橋さんの勤め先近くに吹いてい 
たものをモチ—フにした。通りが 
かりに .«. る花をいつか作品にした 
いと a う願いからだつた。こんな 
ところにも高®さんの花に対する 
やさしさが表れている • 

雄にでも出来、それでいて和紙 
の貼リ方ひとつで作品の表情に個 
性が出るのがちぎ9絵の U 力だ** 


真如苑だより 料 

¥- 

X 本&です•あまりの暑さ や 


に、ついつい汾たいものなど 
飲み過ぎてはいませんか"今 
月も真如苑では «• さまを心か 
らお迎えいたします。涞しい 
風がこころの中を通っていき 
ます。お5\轻にどぅぞ ( 

•日時 00 c :19 日 W 

午後2時〜4時 
#御本蓉、真如宝物館をはじ 
めとして映 il など盛9だくさ 
んの用意がしてございます。 
• 立川市民 <成人)に阪らせ 
て頂き^^** 

•お申し込み 
はてびあ 
ん士ンパニオ 
ン」(本誌を手 
渡してくれた 
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由^ a ® | 

|> 立川クイズ B 

株の前身、甲武鉄道が明治 
22年に立川と斬? S 問に m 通したこ 
とは5月号の. * 川クィズで取りあ 
げましたが、では立川、斯宿間の 
運》はいくらだつたでしょぅか。 
①11銭② 22 R © S 3 钱 
〈因に理髮料金が当時5銭でした〉 
〔7月号の答え〕立川市内の交一 
⑴羽衣町⑵鈽町⑶ケ川釈南口⑷日 
野№(5)苗士兒町⑹富士塚⑺立川釈 
北口(8)南砂川(9)砂川八番⑽若*町 
nl ) 砂！ II 四恭⑽砂川 I 番と全部で 12 
窗所にあります。 答えは③ 


•多»水源紀行はいかがでしたで 
しょうか-物車の始まりには何か 
ドラマを感じます。朝早く出れば 
日！ f リが可能なコースです。ビク 
ニックがてら出掛けてみてはどう 
でしょうか-ォススメです-#& 
然水ブ—ムなのかマーヶットでも 
良く兒かけます"確かにおいしい 
かもしれないけれど、やつばし、* 
地で飲むのが一番空気がちがう 
と水の味まで変るのでしょうか。 
#70^で「歴代のミス立川をご 
存知ですか？」という記事を联せ 
ました。おかげ様で何人かの方の 
i がわか〇ましたかやは〇初期 
の頃の方々がなかなかわかりませ 
ん。ご存知の方はぜひご 一 報くだ 
さい•もちろんご本人はぜひぜひ 
ご一報ください • 籲〇服に月光 
祕みてえくてびあん。 

(•»> MUJ 光久太 IfM 子 m 黄法子# 11 JIII 子 
_/|!!|田$子躁田扎予矢”釅驀 

19具)天 ffaK 橙«|明食曲 II 沿 

スタジオ？* *9 


多摩川が生れるところを A A ぬ 

K § 参 K 0* すか P 

どんな大きな河も、最初は I 滴の水からはじまる あたリまえのことを目の前に 
すると"人間、感動するものです C 

旅の行き先は案外、近くにあるもの。笠取山への紀行は「縁 J と「水」の連続で、 
小鳥たちの歌声もさわやか。誰かが「二の山にはテ—プレコ—ダ—が仕掛けてあるの 
ではないか」といつて大笑いになりました。 

歩いてみませんか i ふるさと•の緑の中を 


衣紙は語る 

華やかさのなかにもどことなく 
落ちついた hcB さがあるのは、* 
M か和紙だからか•表紙の作品は 
三年ほど前の柬京都勛労-«关術展 
<ェ兹の部)に入選した高檐佐都 f 
さんのものだ。 

和紙ちぎり絵と： IE つても色々あ 

るが高撟 


FVIA 

源 
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笠取小屋から e ること約二十分 
のところに水源地(水千> $る。谷 
側を眺望すれば、大荠薩峠の先に 
E 上山も ft える景色の良い断だ。 

山側は&場になっている"水源 
地には大きな岩があリ •« の上に 
水神社と名を釗んだ石がのってい 

る。上に登ると水神社の社かある。 

大岩の下が水源地だ。周囲には水 

¢1がないが、この水漱のホ? S 塲に 

はかすかに水気があ所々に苔 

が生えている。こういった水鳩も 

倍仰の糾象になる^か平たく tt 

«った岩の上には何枚ものコィン 

が S かれていた。 

さて水た。*初はどこにあるの 

かわからなかった。想像ではもっ 

とたくさん出ているはずだったが、 

実際にはほとんど千上つてしまっ 

たような状®だった** B によって 

出て米る * がちがうらしい。この 

R はひよつとしたらゼロではない 

か"と不安がよぎったが*良く ft 

るとかすかに濡れた岩肌の下に小 

さな滴があるではないか。しかし 

これがなかなか落ちない。近くに 

祐口が S いてあり•この中に人れ 

てお飲みくださいという所だろう 

が、これ I 杯に何時問かかるか兒 

当もつかない。 tt 念ながら水源地 

の*初の一滴の水の味を A ること 

は出来なかった • 
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灝流水を飲む 

水干で飲めなかったホ源の水だ 

ったが•笠取小堅 F のホ場で飲ん 

でみた。 

:ヶ所の木 K の！8から，淸冽な 

水が絶ぇる丰なく淹れ落ちている" 

「冷たい」というのが第.印象だっ 

たくやはりソフトな味と S 「たら 

良いのだろうか、消毒*の人らな 

い天然の水は P に含んだ時の S じ 

が全然ちがう。ついつい飲み過ぎ 

てしまうほど美味しい6マ—ケ *y 

卜で良く何 «. の水と名を R けて充 

つている水とも少し®うょうだ • 

先るつもりはないが、瓶に詰め 

て持つて«ることにした。 

さて•この水かはたして飲料水 

として飲めるかどうか t の 

保*所に問いぁわせてみた- 

0?地で飲んだ分についてはその 

後身体に -» 状がないので問®はな 

いょうだ。持って#った分につい 

ては、採取してから時間がたつて 

いるので雉商が繁殖している可能 

性かぁるので飲まない方が良いと 

の事。ただし、三分以上の煮浠を 

すれば飲める0味も*らなかった" 

残念ながら保®所の飲^*蛮とい 

うものを受けないと、みなさまに 

はお分け出来ないそうだ。 

空！！に一字押入を试みよ‘ 

面甓□年 

||9千秋0焱 


立川•歴史のひとコマ 

♦お諏訪さま 

毎年八月下旬には*紡神社(柴 
崎町一丁： m > の例大祭が行なわれて 
います。土地っ子には「お诹訪さま」 
の呼び名で親しまれるこの神*!^ 
f 安時 It 切期にあたる弘仁一 <A 
一 >年に信§:の典 aiA : 社よリ勧 
埔されたと伝えられて 
います。柒崎町岡丁目 
には小規検ながらも4 CI 
祺が二基現存、二签と 

6古墳時代(三世紀木 

I 七•八 UI - 紀)の！の 

もめと考えられていま 
す=また|«]じ段丘上に 
石器時代の遺跡 

多摩川からこの汲 56 神社固辺にか 
けては • M 史のあけぼのの時代か 
ら人が住みついて村落をなし、平 
安初期には神社を建てるだけの力 
をたくわえた人々かいた*突を示 
しています。 

お：淑訪さまは千二百年近くにも 

わたってこの土地の人々の心の* 
り所となってさましたが*天正年間 
(約四：白午前》に全焼'%在の社殺 

は江！！時代初 W の%夂一〇二六 

七0> 年に、 t との場所(今の眾 

訪公»|>から百メ|トル南に再绝 

されました•市内で最も*い木造 

建染のひとつである本殿は二問 

社览造 lllsliirg 風付こけら寒 j と 

いう形式で、 rfl の有形文化財にな 



つています"また•この例大祭に 
本納される梅 r 舞いは、市の承要 
な無衫文化 W で元袪時代から柴岣 
C * や宙 l : a 町の氏子にょリ伝承さ 
れてきました"秋のみのリを荊に 
S 作と±地の安奈を祈_して舞わ 
れるものです。祭リの□は，柴 
峋町ーー目の脚子宿ょり • 4人の 
子供の捧«いを先#にして#子の 
行列を作リ神忖に株リこみます A 
行列の到肴に先だって II 
眩の iR では奉納相撲が 
行われます"ほら貝や笛、 
唄に合わせて，大頭、中 
頭、雌脚子に天狗が加わ 
〇、勇壮に古式 S かに》 
われるこの餌/舞は，今 
もなお兀渌の頃そのまま 
の姿を描き出します。 

舞い手に进ばれることは•村の 
若者の*れでありました◊また， 
舞い手に道ばれた者は娘たちのあ 
こがれの的となつたとのことです 
か、当時の付人にとってこの祭り 
がどれほどの來しみだったか、今の 

私たちの想*を超えるものがあっ 

たのではないでし杏 i 。 < K • K > 
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